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第 2 章では， トラパット発振に及ぼすアバランシ・ダイオードの拡散の深さとバイアス電流による































(6) 提案したtLプロープは，プローブ自身の特性が浪附果に関与しないことから， トラノf ツト
動作の解明にきわめて有用で、ある。
このように本論文は電子工学の進歩に寄与するところ大であり，博士論文として価値あるものと認
める。
ハhuヮ“円δ
